
モニター

この章は次のトピックで構成されています。

•インベントリ（1ページ）
•スイッチのモニタリング, on page 24
• LANのモニタリング, on page 28
•エンドポイントロケータ（34ページ）
•アラーム, on page 34

インベントリ
この章は次のトピックで構成されています。

スイッチのインベントリ情報の表示

CiscoDCNMWebUIのスイッチのインベントリ情報を表示するには、次の手順を実行します。

Procedure

ステップ 1 [モニタ（Monitor）] > [インベントリ（Inventory）] > [スイッチ（Switches）]を選択します。

[スイッチ（Switches）]ウィンドウが選択した [範囲（Scope）]のすべてのスイッチのリストと
もに表示されます。

ステップ 2 次の情報が表示されます。

• [グループ（Group）]列には、スイッチが属するスイッチグループが表示されます。

• [デバイス名（Device Name）]列でスイッチを選択して、スイッチダッシュボードを表示
します。

• [IPアドレス]列にはスイッチの IPアドレスを表示します。

• [WWN/シャーシ ID（WWN/Chassis ID）]には、ワールドワイド名（WWN）がある場合、
またはシャーシ IDが表示されます。
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• [ヘルス（Health）]には、スイッチの正常性の状況が表示されます。

CiscoDCNM上のすべてのスイッチの最新のヘルスデータを更新して再計算する
には、スイッチテーブルの上にある [ヘルスの再計算（Recalculate Health）]ボ
タンをクリックします。

Note

• [モード]列には、スイッチの現在のモードを指定します。スイッチは、通常、メンテナン
ス、または移行モードにすることができます。

• [ステータス（Status）]列には、スイッチのステータスが表示されます。

• [#ポート（#Ports）]列には、ポートの数が表示されます。

• [モデル（Model）]列には、スイッチのモデル名が表示されます。

• [シリアル番号（Serial No.）]列には、スイッチのシリアル番号を表示します。

• [リリース（Release）]列には、スイッチのバージョンが表示されます。

• [稼働時間（UpTime）]列には、スイッチがアクティブになっている時間が表示されます。

ステップ 3 [ヘルス（Health）]をクリックして、デバイスの [正常性スコア（Health）]ウィンドウにアク
セスします。[ヘルススコア（Health score）]ウィンドウには、ヘルススコアの計算とヘルス
トレンドが含まれています。[概要（Overview）]タブには、全体的なヘルススコアが表示され
ます。ヘルススコアの計算時には、すべてのモジュール、スイッチポート、およびアラーム

が考慮されます。特定の日付の詳細情報については、[ヘルストレンド（Health Trend）]の下
のグラフにカーソルを合わせます。[アラーム（Health score）]の横にある情報アイコンにカー
ソルを合わせると、生成された重大、メジャー、マイナー、および警告のアラームの数が表示

されます。
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[モジュール]タブをクリックして、デバイスのさまざまなモジュールに関する情報を表示しま
す。このタブには、名前、モデル名、シリアル番号、ステータス、タイプ、スロット、ハード

ウェアリビジョン、ソフトウェアリビジョンなどの情報が表示されます。

[スイッチポート]タブをクリックして、デバイスポートに関する情報を表示します。このタ
ブには、名前、説明、ステータス、速度、ポートが接続されているデバイスなどの情報が表示

されます。
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[アラーム]タブをクリックして、生成されたアラームに関する情報を表示します。このタブに
は、アラームの重大度、メッセージ、カテゴリ、およびアラームが生成されたためにアクティ

ブ化されたポリシーなどの情報が表示されます。

[ヘルス]列では、スイッチのヘルスは、次のパラメーターに基づいてキャパシティマネージャー
によって計算されます。

•モジュールの合計数

•警告の影響を受けたモジュールの総数

•スイッチポートの合計数

•警告の影響を受けたスイッチポートの総数

モニター

4

モニター

スイッチのインベントリ情報の表示



•シビラティがクリティカルのアラームの総数

•シビラティが警告のアラームの総数

•重大度の重大なアラームの総数

•重大度が小さいアラームの総数

ステップ 4 [ヘルス]列の値は、以下に基づいて計算されます。

•警告の影響を受けるモジュールの割合（正常性全体の 20%に寄与）。

•警告の影響を受けるポートの割合（正常性全体の 20%に影響します）。

•アラームのパーセンテージ（正常性全体の 60%に影響します）。このパーセンテージの
最大値を占めるのはクリティカルアラームで、次にメジャーアラーム、マイナーアラー

ム、および警告アラームが続きます。

共通インターフェイスクラス com.cisco.dcbu.sm.common.rif.HealthCalculatorRifを実装して、独
自の正常性計算式を持つこともできます。

デフォルトの Javaクラスは health.calculator=com.cisco.dcbu.sm.common.util.HealthCalculatorAlarms
として定義されています。

• Capacity Managerは、ライセンススイッチのヘルスのみを計算します。正常性カラムに値
が表示されない場合は、スイッチにライセンスがないか、キャパシティマネージャの毎日

のサイクルを実行できていません。

•スイッチにライセンスがない場合は、[DCNM License]列で [Unlicensed]をクリックしま
す。[管理] > [ライセンス]ウィンドウが表示され、ユーザーにライセンスを割り当てるこ
とができます。

•キャパシティマネージャは、DCNMサーバが起動してから 2時間後に実行されます。し
たがって、DCNM開始時刻の 2時間後にデバイスを検出した場合、正常性はこの DCNM
開始時刻の 24時間後に計算されます。

Cisco DCNM 11.3(1)リリース以降では、[トポロジ（Topology）]ウィンドウでスイッチをク
リックするか、[制御（Control）]> [ファブリック（Fabrics）]> [ファブリックビルダー（Fabric
Builder）]を選択し、ファブリックを選択してからファブリックビルダーウィンドウのスイッ
チをクリックすることにより、スイッチの概要とともにスイッチの状態に関する情報を表示で

きます。
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システム情報の表示

スイッチのダッシュボードには、選択したスイッチの詳細が表示されます。

Procedure

ステップ 1 CiscoDCNMホームページから、 [モニタ（Monitor）] > [インベントリ（Inventory）] > [スイッ
チ（Switches）]を選択します。

Cisco DCNMWeb UIによって検出されたすべてのスイッチのインベントリが表示されます。

ステップ 2 [デバイス名（Device Name）]列のスイッチをクリックします。

そのスイッチに対応する [スイッチ（Switch）]ダッシュボードが、次の情報とともに表示され
ます。

ステップ 3 [システム情報（System Info）]タブをクリックします。このタブには、グループ名、ヘルス、
モジュール、システムが稼働している時間、シリアル番号、バージョン番号、連絡先、場所、

DCNMライセンス、ステータス、システムログ送信ステータス、CPUとメモリの使用率、
VTEP IPなどの詳細なシステム情報が表示されます。アドレスが表示されます。[正常性]をク
リックして、正常性スコアの計算と正常性トレンドを含む [正常性スコア]画面にアクセスしま
す。ポップアップには、概要、モジュール、スイッチポート、イベントタブが含まれていま

す。

•（オプション）SSHをクリックして、SecureShell（SSH）を介してスイッチにアクセスし
ます。
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•（オプション）[Show Commands]をクリックして、デバイスの showコマンドを表示しま
す。Device Show Commandsページでは、コマンドを表示して実行できます。

ホスト

スイッチのホストの詳細を表示できます。

[ホスト（Hosts）]タブを表示するには、[モニタ（Monitor）] > [インベントリ（Inventory）]
> [スイッチ（Switches）]を選択し、[Device Name（デバイス名）]列でスイッチ名をクリック
して、[Hosts（ホスト）]タブに移動します。

次の表に、表示されたフィールドの説明を示します。

表 1 :ホストタブ

説明フィールド

スイッチの VRF詳細を表示します。VRF

スイッチのホスト IPアドレスを表示します。ホスト IP

スイッチのホストMACアドレスを表示しま
す。

ホストのMACアドレス

スイッチに構成された VLANを表示します。VLAN

ポート

スイッチに構成されているレイヤ 2 VXLAN
ネットワーク識別子（L2VNI）を表示します。

L2 VNI

スイッチに設定されているレイヤ 3 VXLAN
ネットワーク識別子（L3VNI）を表示します。

L3 VNI

容量（Capacity）

スイッチの物理容量を表示できます。

[キャパシティ（Capacity）]タブには、スイッチに存在する物理ポートに関する情報が表示さ
れます。

[キャパシティ（Capacity）]タブを表示するには、[モニタ（Monitor）] > [インベントリ
（Inventory）] > [スイッチ（Switches）]を選択し、[デバイス名（Device Name）]列でスイッ
チ名をクリックして、[キャパシティ（Capacity）]タブに移動します。

次の表に、表示されたフィールドの説明を示します。
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表 2 :容量タブ

説明フィールド

スイッチで使用可能な物理ポートを表示しま

す。

階層

スイッチの使用ポート数を表示します。使用済みポート

スイッチのポート数を表示します。合計ポート数

残りの合計日数を表示します。残り日数

機能

スイッチで有効になっている機能を表示できます。

[機能（Features）]タブを表示するには、[モニタ（Monitor）] > [インベントリ（Inventory）]
> [スイッチ（Switches）]を選択し、[デバイス名（Device Name）]列のスイッチ名をクリック
し、[機能（Features）]タブに移動します。

VXLAN

VXLANタブで、VXLANとその詳細を表示できます。

VXLANを表示するには、[モニタ（Monitor)] > [インベントリ（Inventory）] > [表示（View）]
> [スイッチ（Switches）]を選択し、[デバイス名（Device Name）]列でスイッチ名をクリック
します。

次の表に、表示されたフィールドの説明を示します。

表 3 : VXLANタブ

説明フィールド

スイッチに設定されているレイヤ 2 (ネット
ワーク)またはレイヤ 3 (VRF) VXLAN VNIを
表示します。

VNI

該当する場合、レイヤ 2 VNIに関連付けられ
ているマルチキャストアドレスを表示します。

マルチキャストアドレス。

VNIのステータスを表示します。VNIステータス

VNIモードを表示します。コントロールプレー
ンまたはデータプレーン。

モード

VXLANVNIがネットワーク (レイヤー 2)また
は VRF (レイヤー 3)に関連付けられているか
どうかを表示します。

タイプ
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説明フィールド

レイヤ 3 VNIの場合、VXLAN VNIに関連付
けられている VRF名を表示します。

VRF

VNIにマッピングされている VLANまたはブ
リッジドメインを表示します。

マッピングされた VLAN

VLAN

[VLAN]タブで、VLANとその詳細を表示できます。

VLANを表示するには、[モニタ（Monitor)] > [インベントリ（Inventory）] > [表示（View）]
> [スイッチ（Switches）]を選択し、[デバイス名（Device Name）]列でスイッチ名をクリック
します。

次のテーブルでは、表示されるフィールドについて説明します。

表 4 : [VLAN]タブ

説明フィールド

スイッチに構成した VLANを表示します。VLAN

VLANの名前を表示します。Name

ネットワークに関連付けられている VLANが
表示されます。

タイプ

関連付けられたポリシーの名前を表示します。

ポリシーが関連付けられていない場合、デフォ

ルトでは未定義です。

ポリシー

VLANモードを表示します。モード

VLANのステータスを表示します。Status

VLANがスイッチに物理的に接続されている
ポート番号を指定します。

ポート

スイッチモジュール

[モジュール（Modules）]タブで、スイッチモジュールとその詳細を表示できます。

To view the [モジュール（Modules）]タブを表示するには、[モニタ（Monitor）] > [インベント
リ（Inventory）] > [スイッチ（Switches）]を選択し、[デバイス名（Device Name）]列のス
イッチ名をクリックし、[モジュール（Modules）]タブに移動します。

次の表に、表示されたフィールドの説明を示します。
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表 5 :モジュールタブ

説明フィール
ド

モジュールの名前を指定します。名前

モジュールのモデル名を指定します。ModelName

モジュールのシリアル番号を指定します。SerialNum

モジュールタイプを指定します。有効な値は、[シャーシ（chassis）]、[モジュー
ル（module）]、[ファン（fan）]、および powerSupplyです。

タイプ

モジュールの操作ステータスを指定します。OperStatus

モジュールのスロット番号を指定します。スロット

NX-OSハードウェアバージョンを指定します。H/W改定

NX-OSソフトウェアバージョンを指定します。S/W改訂

モジュールのアセット IDを指定します。AssetID

IOフィールドプログラマブルゲートアレイ (FPGA)バージョンを指定します。IO FPGA

MIフィールドプログラマブルゲートアレイ（FPGA）のバージョンを指定しま
す。

MI FPGA

FEX

ファブリックエクステンダ機能を使用すると、Cisco Nexus 2000シリーズファブリックエク
ステンダと、それが接続されているCiscoNX-OSスイッチとの関連付けを管理できます。ファ
ブリックエクステンダは、物理イーサネットインターフェイスまたはポートチャネルを介して

スイッチに接続されます。ファブリックエクステンダは、デフォルトでは、シャーシ IDを割
り当てるか、接続するインターフェイスに関連付けるまで、スイッチに接続できません。ファ

ブリックエクステンダのホストインターフェイスポートをルーテッドポートまたはレイヤ 3
ポートとして構成できます。ただし、このルーテッドインターフェイスにルーティングプロ

トコルを関連付けることはできません。

FEX機能は LANデバイスでのみ使用できます。したがって、Cisco DCNM [インベントリ
スイッチ（Inventory Switches）]に FEXが表示されます。FEXは、Cisco Nexus 1000Vデ
バイスでもサポートされていません。

（注）

FEX接続の 4x10Gブレークアウトは、CiscoNexus 9500スイッチではサポートされていま
せん。

（注）
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ファブリックエクステンダは、いくつか個別の物理イーサネットインターフェイスまた

は最大 1つのポートチャネルインターフェイスを通して、スイッチに接続可能です。
（注）

このセクションでは、CiscoDCNMを介してCiscoNexusスイッチでFabric Extender（FEX;ファ
ブリックエクステンダ）を管理する方法について説明します。

Cisco DCNM [インベントリ（Inventory）] > [スイッチ（Switches）]から FEXを作成および管
理できます。

[FEX]タブは、LANデバイスを選択した場合にのみ表示されます。（注）

次の表で、このページに表示されるフィールドを説明します。

表 6 : FEX動作

説明フィールド

選択した FEX IDのさまざまな構成の詳細を表示できます。ド
ロップダウンリストから以下を選択できます。

• show_diagnostic

• show_fex

• show_fex_detail

• show_fex_fabric

• show_fex_inventory

• show_fex_module

それぞれの showコマンドの変数は、[変数（Variables）]エリ
アに表示されます。変数を確認し、[実行（Execute）]をクリッ
クします。出力は [出力（Output）]エリアに表示されます。

FEXの表示テンプレートを作成できます。テンプレートタイ
プとして [SHOW]を選択し、サブタイプとして [FEX]を選択
します。

表示する

表 7 : FEXフィールドと説明

説明フィールド

Cisco NX-OSデバイスに接続されているファブリックエクステ
ンダを一意に識別します。

FEX ID

ファブリックエクステンダ用に構成された説明。FEXの説明
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説明フィールド

スイッチに関連付けられている FEXのバージョンを指定しま
す。

FEXバージョン

一度にアクティブである、ファブリックエクステンダの最大ピ

ン接続アップリンク数を表す整数値です。

ピン接続

Cisco Nexusスイッチに関連付けられた FEXのステータスを指
定します。

州

FEXのモデルを指定します。モデル

構成されたシリアル番号を指定します。

この構成済みシリアル番号とファブリックエクステ

ンダの実際のシリアル番号が同じでない場合、ファ

ブリックエクステンダはアクティブになりません。

（注）

通番

FEXがスイッチに物理的に接続されているポートチャネル番号
を指定します。

ポートチャネル

FEXが接続されている物理インターフェイスを指します。イーサネット

FEX用に構成された vPC IDを指定します。vPC ID

VDC

このセクションでは、Cisco DCNMを介して Cisco Nexus 7000スイッチで仮想デバイスコンテ
キスト (VDC)を管理する方法について説明します。

ネットワーク管理者（network-admin）ロールに指定されたユーザーは、仮想デバイスコンテキ
スト（VDC）を作成できます。VDCリソーステンプレートは、VDCが使用可能な物理デバイ
スの量を制限します。CiscoNX-OSソフトウェアはデフォルトのリソーステンプレートを提供
します。また、ユーザはリソーステンプレートを作成できます。

Cisco DCNMで [インベントリ（Inventory）] > [スイッチ（Switches）] > [VDC]から VDCを作
成および管理できます。Cisco DCNMは Cisco Nexus 7000シリーズでのみDCNMをサポートす
るため、アクティブな Cisco Nexus 7000スイッチをクリックします。VDCの作成後は、イン
ターフェイスの割り当て、VDCリソース制限、およびハイアベイラビリティ（HA）ポリシー
を変更できます。

次の表で、このページに表示されるフィールドを説明します。

表 8 : VDCオペレーション

説明フィールド

クリックして新しい vDCを追加します。追加（Add）
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説明フィールド

アクティブな VDCラジオボタンを選択し、[編集
（Edit）]をクリックして VDC構成を編集します。

編集

VDCを削除できます。アクティブなVDCラジオボタン
を選択し、[削除（Delete）]をクリックして、デバイス
に関連付けられた VDCを削除します。

削除

中断された VDCを再開できます。再開

アクティブなデフォルト以外の VDCを停止できます。

VDCを停止する前に、VDCの実行構成をスタートアッ
プ構成に保存します。保存しなかった場合、実行コン

フィギュレーションに対する変更が失われます。

デフォルト VDCは停止できません。（注）

VDCを停止すると、そのVDC上のすべてのト
ラフィックが中断されます。

注意

一時停止

デフォルト以外の VDCを停止状態から再開できます。
VDCは、スタートアップ構成に保存された設定内容で
再開します。

再検出

選択した VDCに割り当てられているインターフェイス
とリソースを表示できます。

[インターフェイス（Interface）]タブでは、VDCに関連
付けられている各インターフェイスのモード、管理ス

テータス、および動作ステータスを表示できます。

[リソース（Resource）]タブでは、リソースの割り当て
とこれらのリソースの現在の使用状況を表示できます。

表示する

表 9 : VRFテーブルのフィールドと説明

説明フィールド

VDCの一意の名前を表示します。名前

VDCのタイプを指定します。VDCには次の 2
つのタイプがあります。

•イーサネット

•ストレージ

タイプ

VDCのステータスを指定します。Status
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説明フィールド

割り当てられたリソース制限とモジュールタ

イプを表示します。

リソース制限モジュールタイプ
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説明フィールド

HA-Policy

•スーパーバイザ 1台

•デュアルスーパーバイザ
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説明フィールド

回復不可能なVDC障害が発生した場合にCisco
NX-OSソフトウェアによって実行される処理
を指定します。

HAポリシーは、VDCの作成時に、シングル
スーパーバイザモジュールおよびデュアル

スーパーバイザモジュール構成に対して指定

できます。HAポリシーのオプションは次のと
おりです。

シングルスーパーバイザモジュール構成：

•停止（Bringdown）：VDCを障害状態に
移行します。障害状態から復旧するには、

物理デバイスをリロードする必要があり

ます。

•リロード（Reload）：スーパーバイザモ
ジュールをリロードします。

•再起動（Restart）：VDCプロセスとイン
ターフェイスをいったん削除し、スター

トアップコンフィギュレーションを使用

して再起動します。

デュアルスーパーバイザモジュール構成：

•停止（Bringdown）：VDCを障害状態に
移行します。障害状態から復旧するには、

物理デバイスをリロードする必要があり

ます。

•再起動（Restart）：VDCプロセスとイン
ターフェイスをいったん削除し、スター

トアップコンフィギュレーションを使用

して再起動します。

•スイッチオーバー（Switchover）：スー
パーバイザモジュールのスイッチオー

バーを開始します。

作成した、デフォルト以外のVDCに対するデ
フォルトのHAポリシーは、シングルスーパー
バイザモジュール構成の場合は再起動、デュ

アルスーパーバイザモジュール構成の場合は

スイッチオーバーです。デフォルトVDCに対
するデフォルトの HAポリシーは、シングル
スーパーバイザモジュール構成の場合はリロー

モニター
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説明フィールド

ド、デュアルスーパーバイザモジュール構成

の場合はスイッチオーバーです。

デフォルト VDCには管理MACアドレスを指
定します。

Macアドレス

VDC管理インターフェイスの IPアドレスを指
定します。ステータスは、インターフェイス

がアップかダウンかを示します。

管理インターフェイス

• IP Address Prefix

• Status

SSHステータスを指定します。SSH

初期構成後にネイバーデバイスの VDCホスト名を変更しても、古い VDCホスト名への
リンクは新しいホスト名に自動的に置き換えられません。回避策として、古いVDCホス
ト名へのリンクを手動で削除することをお勧めします。

（注）

この章は、次の項で構成されています。

VDCの追加

Cisco DCNMWeb UIから VDCを追加するには、次の手順を実行します。

始める前に

network-adminロールを持つユーザ名を使用する物理デバイスが検出されたことを確認します。

VDCの帯域外管理を使用するには、管理インターフェイス（mgmt 0）用に IPv4または IPv6ア
ドレスを取得します。

ストレージ VDCを作成して FCoEを実行します。ストレージ VDCをデフォルト VDCにする
ことはできません。デバイスには 1つのストレージ VDCを保有できます。

手順

ステップ 1 [インベントリ（Inventory）] > [スイッチ（Switches）] > [VDC]を選択します。

VDCウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [追加（Add）]アイコンをクリックします。

ステップ 3 ドロップダウンリストから、VDCタイプを選択します。

VDCは 2つのモードで構成できます。

•イーサネット VDCの構成
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•ストレージ VDCの構成

デフォルトの VDCタイプは Ethernetです。

ステップ 4 [OK]をクリックします。

イーサネット VDCの構成

Cisco DCNMWeb UIからイーサネットモードの VDCを構成するには、次の手順を実行しま
す。

手順

ステップ 1 [一般パラメータ（General Parameter）]タブで、VDC名、単一スーパーバイザ HAポリシー、
デュアルスーパーバイザ HAポリシー、およびリソース制限 -モジュールタイプを指定しま
す。

ステップ 2 割り当てインターフェイスタブでVDCに割り当てられるネットワークインターフェイス（専
用インターフェイスのメンバーシップ）を選択します。

[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 [リソースの割り当て（Allocate Resource）]タブで、VDCのリソース制限を指定します。

ラジオボタンを選択し、[既存のテンプレートからテンプレートを選択（Select a Template from
existing Templates）]または [新しいリソーステンプレートを作成（Create a New Resource
Template）]を選択します。VDCリソーステンプレートは、VDCで使用可能な最小および最
大リソースを指定します。VDCの作成時にVDCリソーステンプレートを指定しない場合は、
Cisco NX-OSソフトウェアはデフォルトのテンプレートである vdc-defaultを使用します。

•既存のテンプレートからテンプレートを選択を選択した場合、[テンプレート名（Template
Name）]ドロップダウンリストから、[なし（None）]、[global-default]、または [vdc-default]
を選択できます。

テンプレートリソースの制限については、以下で詳しく説明します。

表 10 :テンプレートリソースの制限

最大最小Resource

グローバルデフォルト VDCテンプレートリソースの制限

エニーキャスト同梱

8

ルートメモリの単位はメガ

バイトです。

8IPv6マルチキャストルート
メモリ
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最大最小Resource

4848IPv4マルチキャストルート
メモリ

3232IPv6ユニキャストルートメ
モリ

IPv4ユニキャストルートメ
モリ

VDCデフォルトテンプレートのリソース制限

モニタセッション延長

モニタセッションmxの例外

SRC INBANDのモニタ

ポートチャネル

DST ERSPANのモニタ

SPANセッション

VLAN

エニーキャスト同梱

IPv6マルチキャストルート
メモリ

IPv4マルチキャストルート
メモリ

IPv6ユニキャストルートメ
モリ

IPv4ユニキャストルートメ
モリ

VRF

• [新しいリソーステンプレートを作成（Create New Resource Template）]を選択した場合
は、一意のテンプレート名を入力します。[リソース制限（Resource Limits）]エリアで、
技術情報の必要に応じて、最小制限と最大制限を入力します。

[Cisco DCNMWeb Client] > [Inventory] > [Switches] > [VDC]を使用して、単一の VDCの個々の
リソース制限を編集できます。

[次へ（Next）]をクリックします。
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ステップ 4 [認証（Authenticate）]タブでは、管理者にパスワードの設定を許可し、AAAサーバグループ
を使用してユーザーを認証することもできます。

[管理ユーザー（Admin User）]領域で：

•必要に応じて、[パスワード強度チェックを有効にする（EnablePasswordStrengthCheck）]
チェックボックスをオンにします。

• [Password（パスワード）]フィールドに管理ユーザーパスワードを入力します。

• [ConfirmPassword（パスワードを確認）]フィールドに管理ユーザーパスワードを再度入
力します。

• [有効期限日（Expiry Date）]フィールドで下矢印キーをクリックし、有効期限日ダイアロ
グボックスで管理ユーザの有効期限を選択します。[期限切れにしない（Never）]ラジオ
ボタンを選択して、パスワードを期限切れにしないようにすることもできます。

AAAサーバグループエリア内：

• [グループ名（Group Name）]フィールドに AAAサーバグループ名を入力します。

• [サーバ（Servers）]フィールドに、ホストサーバの IPv4または IPv6のアドレスまたは名
前を 1つまたは複数（カンマで区切る）入力します。

• [タイプ（Type）]フィールドで、ドロップダウンリストからサーバグループのタイプを
選択します。

[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 マネジメント Ipタブ内で IPv4または IPv6のアドレス情報を入力します。

[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [概要（Summary）]タブ内で VDC構成を確認します。

パラメータを編集するには、[前へ（Previous）]をクリックします。

[展開（Deploy）]をクリックして、デバイスに VDCを設定します。

ステップ 7 [展開（Deploy）]タブに、VDC展開のステータスが表示されます。

確認メッセージが表示されます。[詳細情報（Know More）]をクリックして、VDCを展開す
るために実行されるコマンドを表示します。

[完了（Finish）]をクリックしてVDC構成ウィザードを閉じ、デバイスに構成されているVDC
のリストを表示するために戻ります。

ストレージ VDCの構成

Cisco DCNMWeb UIからストレージモードのVDCを構成するには、次の手順を実行します。
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始める前に

デバイスで FCoEを実行する際には、個別のストレージ VDCを作成します。ストレージ VDC
にできるのは、VDCのいずれか 1つだけです。デフォルト VDCをストレージ VDCとして設
定することはできません。

イーサネットトラフィックとファイバチャネルトラフィックの両方を伝送する共有インター

フェイスを設定できます。この特定のケースでは、同じインターフェイスが複数の VDCに属
します。共有インターフェイスはイーサネットVDCとストレージVDCの両方に割り当てられ
ます。

手順

ステップ 1 一般パラメータタブで VDCの [名前（Name）]、 [シングルスーパーバイザ HAポリシー
（Single supervisor HA-policy）]、 [デュアルスーパーバイザ HAポリシー（Dual supervisor
HA-policy）]と [技術情報リミットモジュールタイプ（Resouce Limit - Module Type）]を指定
します。

ステップ 2 [FCoEVlanの割り当て]タブで、ドロップダウンリストから使用可能なイーサネットVdcを選
択します。

既存のイーサネット VLAN範囲が表示されます。使用可能なイーサネット VDCを選択しない
場合は、[なし]を選択します。

ストレージ VDCには、指定のインターフェイスと指定の FCoE VLANを割り当てます。

[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 3 [インターフェイスの割り当て]タブで、専用インターフェイスと共有インターフェイスをFCoE
VDCに追加します。

専用インターフェイスは FCoEトラフィックだけを伝送し、共有インターフェイスは
イーサネットトラフィックと FCoEトラフィックの両方を伝送します。

（注）

イーサネットトラフィックとファイバチャネルトラフィックの両方を伝送する共有インター

フェイスを設定できます。この特定のケースでは、同じインターフェイスが複数の VDCに属
します。FCoEVLANおよび共有インターフェイスは、同じイーサネットVDCから割り当てる
ことができます。

[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 4 [認証（Authenticate）]タブでは、管理者にパスワードの設定を許可し、AAAサーバグループ
を使用してユーザーを認証することもできます。

[管理ユーザー（Admin User）]領域で：

•必要に応じて、[パスワード強度チェックを有効にする（EnablePasswordStrengthCheck）]
チェックボックスをオンにします。

• [Password（パスワード）]フィールドに管理ユーザーパスワードを入力します。
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• [ConfirmPassword（パスワードを確認）]フィールドに管理ユーザーパスワードを再度入
力します。

• [有効期限日（Expiry Date）]フィールドで下矢印キーをクリックし、有効期限日ダイアロ
グボックスで管理ユーザの有効期限を選択します。[期限切れにしない（Never）]ラジオ
ボタンを選択して、パスワードを期限切れにしないようにすることもできます。

AAAサーバグループエリア内：

• [グループ名（Group Name）]フィールドに AAAサーバグループ名を入力します。

• [サーバ（Servers）]フィールドに、ホストサーバの IPv4または IPv6のアドレスまたは名
前を 1つまたは複数（カンマで区切る）入力します。

• [タイプ（Type）]フィールドで、ドロップダウンリストからサーバグループのタイプを
選択します。

[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 5 マネジメント Ipタブ内で IPv4または IPv6のアドレス情報を入力します。

[次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 6 [概要（Summary）]タブ内で VDC構成を確認します。

パラメータを編集するには、[前へ（Previous）]をクリックします。

[展開（Deploy）]をクリックして、デバイスに VDCを設定します。

ステップ 7 [展開（Deploy）]タブに、VDC展開のステータスが表示されます。

確認メッセージが表示されます。[詳細情報（Know More）]をクリックして、VDCを展開す
るために実行されるコマンドを表示します。

[完了（Finish）]をクリックしてVDC構成ウィザードを閉じ、デバイスに構成されているVDC
のリストを表示するために戻ります。

VDCの編集

Cisco DCNMWeb UIから VDCを編集するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [インベントリ（Inventory）] > [スイッチ（Switches）] > [VDC]を選択します。

VDCウィンドウが表示されます。

ステップ 2 編集する必要がある VDCラジオボタンを選択します。VDCの [編集（Edit）]アイコンをク
リックします。

ステップ 3 必要に応じてパラメータを変更します。
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ステップ 4 概要タブで構成の概要を確認したら、新しい構成で VDCを[展開（Deploy）]をクリックしま
す。

モジュールのインベントリ情報の表示

Cisco DCNMWeb UIのモジュールのインベントリ情報を表示するには、次の手順を実行しま
す。

Procedure

ステップ 1 [インベントリ（Inventory）] > [表示（View） ] > [モジュール（Modules）]の順に選択します。

[モジュール（Modules）]ウィンドウに、選択した範囲のすべてのスイッチとその詳細のリス
トが表示されます。

ステップ 2 次の情報が表示されます。

• [グループ（Group）]列には、モジュールのグループ名が表示されます。

• [スイッチ（Switch）]列には、モジュールが検出される時にスイッチ名が表示されます。

• [名前（Name）]にはモジュール名が表示されます。

• [ModelName]にモデル名が表示されます。

• [SerialNum]列には、シリアル番号が表示されます。

• [2nd SerialNum（2番目の SerialNum）]列には、 2番目シリアル番号が表示されます。

• [タイプ（Type）]列には、モジュールのタイプが表示されます。

• [スロット（Slot）]列には、スロット番号が表示されます。

• [ハードウェアリビジョン（HardwareRevision）]列には、モジュールのハードウェアバー
ジョンが表示されます。

• [ソフトウェアリビジョン（Software Revision）]列には、モジュールのソフトウェアバー
ジョンが表示されます。

• [アセット ID（Asset ID）]カラムには、モジュールのアセット IDが表示されます。

• [OperStatus]列には、デバイスの動作状態が表示されます。

• [IO FPGA]列には、IOフィールドプログラマブルゲート配列（FPGA）バージョンが表
示されます。

• [MI FPGA]列には、MIフィールドプログラマブルゲート配列（FPGA）のバージョンが
表示されます。
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ライセンスのインベントリ情報の表示

Cisco DCNMWeb UIのライセンスのインベントリ情報を表示するには、次の手順を実行しま
す。

Procedure

ステップ 1 [インベントリ] > [表示] > [ライセンス]の順に選択します。

選択した範囲に基づいて [ライセンス（Licenses）]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 次の情報が表示されます。

• [グループ（Group）]列には、スイッチのグループ名が表示されます。

• [スイッチ（Switch）]列には、機能が有効になっているスイッチ名が表示されます「

• [機能（Feature）]には、インストールされている機能が表示されます。

• [ステータス（Status）]は、ライセンスの使用ステータスを表示します。

• [タイプ（Type）]列には、ライセンスのタイプが表示されます。

• [警告（Warnings）]列には警告メッセージが表示されます。

スイッチのモニタリング
[スイッチ（Switch）]メニューには次のサブメニューが含まれます。

スイッチ CPU情報の表示
スイッチ CPU情報を Cisco DCNMWeb UIから表示するには、次の操作を行なってください。

Procedure

ステップ 1 [モニタ（Monitor）] > [スイッチ（Switch）] > [CPU]を選択します。

[CPU]ウィンドウが表示されます。このウィンドウには、その範囲内のスイッチの CPU情報
が表示されます。

ステップ 2 ドロップダウンを使用して、の過去 10分、過去 1時間、前日、先週、先月、および昨年で表
示するようにフィルタできます。

ステップ 3 [スイッチ（Switch）]列でスイッチ名をクリックして、スイッチダッシュボードを表示しま
す。
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ステップ 4 [スイッチ（Switch）]列のグラフアイコンをクリックして、CPU使用率を表示します。

また、チャートのタイムラインをの過去 10分、過去 1時間、前日、先週、先月、および昨年
に変更することもできます。表示するグラフの種類とグラフのオプションも選択できます。

スイッチのメモリ情報の表示

スイッチメモリ情報を Cisco DCNMWeb UIから表示するには、次の操作を行なってくださ
い。

Procedure

ステップ 1 [モニタ（Monitor）] > [スイッチ（Switch）] > [メモリ（Memory）]を選択します。

メモリパネルが表示されます。このパネルには、その範囲内のスイッチのメモリ情報が表示

されます。

ステップ 2 ドロップダウンを使用して、の過去 10分、過去 1時間、前日、先週、先月、および昨年で表
示するようにフィルタ処理ができます。

ステップ 3 [スイッチ（Switch）]列のグラフアイコンをクリックして、スイッチのメモリ使用量のグラフ
を表示します。

ステップ 4 [スイッチ（Switch）]列でスイッチ名をクリックして、スイッチダッシュボードを表示しま
す。

ステップ 5 ドロップダウンを使用して、さまざまなタイムラインでチャートを表示できます。チャートア
イコンを使用して、さまざまなビューでメモリ使用チャートを表示します。

スイッチトラフィックとエラー情報の表示

スイッチトラフィックとエラー情報を Cisco DCNMWeb UIから表示するには、次の操作を行
なってください。

Procedure

ステップ 1 [モニタ（Monitor）] > [スイッチ（Switch）] > [Traffic（トラフィック）]を選択します。

[スイッチトラフィック（Switch Traffic）]パネルが表示されます。このパネルには、過去 24
時間のそのデバイスのトラフィックが表示されます。

ステップ 2 ドロップダウンを使用して、24時間、週、月、および年でビューをフィルタ処理します。

ステップ 3 スプレッドシートにデータをエクスポートするには、右上の隅の [エクスポート（Export）]ア
イコンをクリックします。
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ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 スイッチ名をクリックして、スイッチダッシュボードセクションを表示します。

スイッチ温度の表示

CiscoDCNMには、スイッチのセンサー温度を表示できるモジュール温度センサーモニタリン
グ機能が含まれています。センサーリストをフィルタ処理する間隔を選択できます。デフォル

トの間隔は [最終日（Last Day）]です。履歴温度データを持つセンサーのみがリストに表示さ
れます。過去 10分間、過去 1時間、最終日、先週、および先月から選択できます。

[構成（Configure）] > [資格情報管理（Credentials Management）] > [ローカルエリアネッ
トワーク資格情報（LAN Credentials）]画面で LANの資格情報を設定して、スイッチか
ら温度モニタリングデータを取得する必要はありません。

Note

スイッチ温度情報を Cisco DCNMWeb UIから表示するには、次の操作を行なってください。

Procedure

ステップ 1 [モニタ（Monitor）] > [スイッチ（Switch）] > [温度（Temperature）]を選択します。

[スイッチ温度（Switch Temperature）]ウィンドウには、次の列が表示されます。

• [範囲（Scope）] :センサーは、ファブリックの一部であるスイッチに属しています。属し
ているファブリックが範囲として表示されます。CiscoDCNMの上部にある範囲セレクタ
を使用すると、センサーリストはその範囲によってフィルタ処理されます。

• [スイッチ（Switch）]：センサーが属するスイッチの名前。

• [IP Address（ IPアドレス）]：スイッチの IPアドレス。
• [温度モジュール（Temperature Module）] :センサーモジュールの名前。
• [平均 /範囲（Avg/Range）]：最初の数値は、表の上部で指定された間隔での平均温度で
す。2番目の数値セットは、その間隔における温度の範囲です。

• [ピーク（Peak）]：インターバルにおける最高温度

ステップ 2 このリストの各行には、クリックできるチャートアイコンがあります。
センサーの履歴データを示すチャートが表示されます。このチャートの間隔も24時間、1週間
あるいは1か月の間で変更できます。

温度監視の有効化

LAN収集画面から LANスイッチの温度モニタリング機能を有効にできます。また、[管理
（Administration）] > [DCNMサーバ（DCNMServer）] > [サーバプロパティ（Server Properties）]
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画面でいくつかのプロパティを設定することで、SANスイッチの温度モニタリング機能を有効
にすることができます。

LANスイッチの温度モニタリングの有効化

1. [管理（Administration）] > [パフォーマンスセットアップ（Performance Setup）] > [ロー
カルエリアネットワーク（LAN）コレクション（LAN Collections）]をメニューバーか
ら選択します。

2. [温度センサー（Temperature Sensor）]チェックボックスを選択します。

3. 性能データを収集したい LANスイッチの種類を選択します。

4. [Apply]をクリックして、設定を保存します

アカウンティング情報の表示

アカウンティング情報を Cisco DCNMWeb UIから表示するには、次の操作を行なってくださ
い。

Procedure

ステップ 1 [モニタ（Monitor）] > [スイッチ（Switch）] > [アカウンティング（Accounting）]の順に選択
します。

アカウンティング情報とともにファブリック名またはグループ名が表示されます。

ステップ 2 アカウンティング情報を [送信元（Source）]、 [ユーザー名（Username）]、[時間（Time）]
と [詳細（Description）]で検索するためにフィルタアイコンの横にある [高度フィルタ
（Advanced Filter）]を選択ます。または [クイックフィルタ（Quick Filter）]カラムの元で
検索するために選択します。

ステップ 3 行を選択して [削除（Delete）]アイコンをクリックすることによってリストのアカウンティン
グ情報を削除することもできます。

ステップ 4 [印刷（Print）]アイコンを使用してアカウンティングの詳細を印刷し、[エクスポート（Export）]
アイコンを使用してデータをMicrosoft Excelスプレッドシートにエクスポートできます。

イベント情報の表示

Cisco DCNMWeb UIからイベントと syslogを表示するには、次の手順を実行します。

Procedure

ステップ 1 [モニタ（Monitor）] > [スイッチ（Switch）] > [Events（イベント）]を選択します。
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ファブリック、スイッチ名、およびイベントの詳細が表示されます。

[数（Count）]列には、[最後に見た（Last Seen）]および [最初に見た（First Seen）]列に示さ
れているように、期間中に同じイベントが発生した回数が表示されます。

[スイッチ（Switch）]列のスイッチ名をクリックして、スイッチダッシュボードを表示しま
す。

ステップ 2 テーブルでイベントを選択し、[抑制の追加（Add Suppressor）]アイコンをクリックして、イ
ベント抑制ルールを追加するショートカットを開きます。

ステップ 3 テーブルから1つ以上のイベントを選択し、[確認（Acknowledge）]アイコンをクリックして、
ファブリックのイベント情報を確認します。

•ファブリックのイベントを確認すると、確認アイコンがグループの横のAck列に表示され
ます。

ステップ 4 ファブリックを選択し、[未確認（Unacknowledge）]アイコンをクリックして、ファブリック
の確認をキャンセルします。

ステップ 5 アカウンティング情報を [送信元（Source）]、 [ユーザー名（Username）]、[時間（Time）]
と [詳細（Description）]で検索するためにフィルタアイコンの横にある [高度フィルタ
（Advanced Filter）]を選択ます。または [クイックフィルタ（Quick Filter）]カラムの元で
検索するために選択します。

ステップ 6 ファブリックを選択し、[削除（Delete）]アイコンを使用して、リストからファブリックおよ
びイベント情報を削除します。

ステップ 7 イベント情報を印刷するには [印刷（Print）]アイコンをクリックします。

ステップ 8 [Excelにエクスポート（Export to Excel）]アイコンをクリックして、データをエクスポートし
ます。

LANのモニタリング
LANメニューには次のサブメニューが含まれます。

イーサネットに関するパフォーマンス情報のモニタリング

CiscoDCNMWebUIからイーサネットのパフォーマンス情報を監視するには、次の手順を実行
します。

Procedure

ステップ 1 [モニタ（Monitor）] > [ローカルエリアネットワーク（LAN）] > [イーサネット（Ethernet）]
を選択します。

[イーサネット（Ethernet）]ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 ドロップダウンを使用して、の過去 10分、過去 1時間、前日、先週、先月、および昨年で表
示するようにフィルタできます。

他にもいくつかの方法で情報を表示できます。これらの基本的な手順以外に、次の手順を実行

することもできます。

• [名前（Name）]カラムからイーサネットポート名を選択すると、過去24時間にそのイー
サネットポートを通過したトラフィックを示すグラフが表示されます。時間範囲を変更す

るには、右上の隅のドロップダウンリストから時間範囲を選択します。

•スプレッドシートにデータをエクスポートするには、右上の隅の[エクスポート（Export）]
アイコンをクリックしてから [保存（Save）]をクリックします。

•チャートアイコンを使用して、さまざまなビューでトラフィックチャートを表示します。
アイコンを使用して、データを [追加（Append）]、[予測（Predict）]、および [データの
補間はしないでください（Do not interpolate data）]することもできます。

[データの補間はしないでください（Do not interpolate data）]オプションを使用
するために[サーバープロパティ（Server Properties）]ウィンドウの中にある
pmchart.doInterpolateプロパティを falseに設定します。

Note

• Rx/Txの計算については、以下の Rx/Tx計算を参照してください。

ファブリックの変換は、10ビット = 1バイトで、LANトラフィックの場合変換
が 8ビット = 1バイトです。

•平均 Rx/Tx % =平均 Rx/Txを速度で割った値 * 100

•ピーク Rx/Tx % =ピーク Rx/Txを速度で割った値 * 100

Note

パフォーマンステーブルにデータが含まれていない場合は、パフォーマンスデータ

収集をオンにするため、しきい値セクションを参照してください。

Note

トラフィックの表示単位をバイトからビットに変更するには、CiscoDCNMWebUIか
ら、[管理（Administration）] > [DCNMサーバ（DCNM Server）] > [サーバプロパ
ティ（Server Properties）]を選択し、pm.showTrafficUnitAsbitプロパティに trueと
して値を入力し、[変更を適用（Apply Changes）]をクリックします。

Note

ISLトラフィックとエラーのモニタリング
Cisco DCNMWeb UIから ISLトラフィックとエラーをモニタするには、次の手順を実行しま
す。

Procedure

ステップ 1 [モニタ（Monitor）] > [LAN] > [リンク（Link）]を選択します。
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[ISLトラフィックとエラー（ISL Traffic and Errors）]ウィンドウが表示されます。このパネ
ルには、その範囲内のエンドデバイスの ISL情報が表示されます。範囲メニューを使用して、
表示される範囲を縮小または拡大できます。

ステップ 2 ドロップダウンを使用して、の過去 10分、過去 1時間、前日、先週、先月、および昨年で表
示するようにフィルタできます。

データグリッドの NaN（非数）は、データが利用できないことを意味します。Note

他にもいくつかの方法で情報を表示できます。これらの基本的な手順以外に、次の手順を実行

して ISLの詳細情報を表示することもできます。

•このグラフの時間範囲を変更するには、右上の隅のドロップダウンリストから時間範囲を
選択します。

•期間を指定して詳細情報を表示するには、スライダコントロールをドラッグして、表示す
る期間を指定します。

•チャートアイコンを使用して、さまざまなビューでトラフィックチャートを表示します。
アイコンを使用して、データを [追加（Append）]、[予測（Predict）]、および [データの
補間はしないでください（Do not interpolate data）]することもできます。

[データの補間はしないでください（Do not interpolate data）]オプションを使用
するために[サーバプロパティ（Server Properties）]ウィンドウの中にある
pmchart.doInterpolateプロパティを falseに設定します。

Note

•データをスプレッドシートにエクスポートするには、[チャート（Chart）]メニューのド
ロップダウンリストから [エクスポート（Export）]を選択し、[保存（Save）]をクリッ
クします。

• Rx/Txの計算については、以下の Rx/Tx計算を参照してください。

ファブリックの変換は、10ビット = 1バイトで、LANトラフィックの場合変換
が 8ビット = 1バイトです。

•平均 Rx/Tx % =平均 Rx/Txを速度で割った値 * 100

•ピーク Rx/Tx % =ピーク Rx/Txを速度で割った値 * 100

Note

パフォーマンステーブルにデータが含まれていない場合は、パフォーマンス設定のし

きい値セクションを参照してパフォーマンスをオンにします。

Note

vPCのモニタリング
仮想ポートチャネル（vPC）は、シングルポートチャンネルとして違うデバイスに物理的に
接続されたリンクを表示することを有効化します。vPCは、ノード間の複数の並列パスを可能
にし、トラフィックのロードバランシングを可能にすることによって、冗長性を作り、2分割
帯域幅を増やす拡張された形式のポートチャネルです。トラフィックは、2つの単一デバイス
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vPCエンドポイント間で分散されます。vPC構成に矛盾がある場合、vPCは正しく機能しませ
ん。

[vPCパフォーマンス（vPC Performance）]で vPCを表示するには、プライマリデバイス
とセカンダリデバイスの両方をユーザーに指定する必要があります。いずれかのスイッ

チが指定されていない場合は、vPC情報が再生されます。

Note

Cisco DCNM [Webクライアント（Web Client）] > [モニタ（Monitor）] > [vPC]は、一貫性の
ある vPCのみを表示します。一貫性のある vPCと一貫性のない vPCの両方が表示されます。

Cisco DCNM [Web UI] > [構成（Configure）] > [展開（Deploy）] > [vPCピア（vPC Peer）]お
よび [Webクライアント（Web Client）] > [構成（Configure）] > [展開（Deploy）] > [vPC]を
使用して、矛盾する vPCを特定し、各 vPCの矛盾を解決できます。

Table 11: vPCパフォーマンス, on page 31は、データグリッド表示に次の vPC構成の詳細を表
示します。

Table 11: vPCパフォーマンス

説明列

任意の文字列を入力して、それぞれの列のエン

トリをフィルタ処理します。

検索ボックス

vPC識別子の構成済みデバイスを表示します。vPC ID

vPCピアスイッチのドメイン識別子を表示し
ます。

ドメイン ID

vPCドメインの下の各 vPC識別子のマルチ
シャーシ vPCエンドポイントを表示します。

[マルチシャーシvPCエンドポイント（Multi
Chassis vPC EndPoints）]

vPCプライマリデバイス名を表示します。[プライマリ vPCピア -デバイス名（Primary
vPC Peer - Device Name）]

プライマリ vPCインターフェイスを表示しま
す。

[プライマリ vPCピア -プライマリ vPCイン
ターフェイス（Primary vPC Peer - Primary
vPC Interface）]

プライマリ vPCピアのキャパシティを表示し
ます。

[プライマリ vPCピア -キャパシティ
（Primary vPC Peer - Capacity）]

プライマリ vPCピアの平均受信速度を表示し
ます。

プライマリ vPCピア -平均受信/秒

プライマリ vPCピアの平均送信速度を表示し
ます。

プライマリ vPCピア -平均送信/秒
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説明列

プライマリ vPCピアのピーク使用率を表示し
ます。

[プライマリ vPCピア -ピーク使用率
（Primary vPC Peer - Peak Util%）]

vPCセカンダリデバイス名を表示します。[セカンダリ vPCピア -デバイス名（econdary
vPC Peer - Device Name）]

セカンダリ vPCインターフェイスを表示しま
す

[セカンダリ vPCインターフェイス
（Secondary vPC Interface）]

セカンダリ vPCピアのキャパシティを表示し
ます。

[セカンダリ vPCピア -キャパシティ
（Secondary vPC Peer - Capacity）]

セカンダリ vPCピアの平均受信速度を表示し
ます。

セカンダリ vPCピア -平均。受信/秒

セカンダリ vPCピアの平均送信速度を表示し
ます。

セカンダリ vPCピア -平均。送信/秒

セカンダリ vPCピアのピーク使用率を表示し
ます。

[セカンダリ vPCピア -ピーク使用率
（Secondary vPC Peer - Peak Util%）]

この機能は次のように使用できます。

vPCパフォーマンスのモニタリング

一貫性のある仮想ポートチャネル (vPC)間の関係を表示できます。すべてのメンバーインター
フェイスの統計と、ポートチャネルレベルでの統計の集約を表示できます。

このタブには、一貫性のある vPCのみが表示されます。Note

Cisco DCNMWeb UIから VPCパフォーマンス情報を表示するには、次の手順を実行します。

Procedure

ステップ 1 [モニタ（Monitor）] > [LAN] > [vPC]を選択します。

vPCパフォーマンス統計が表示されます。すべての vPCの集約された統計が表形式で表示さ
れます。

ステップ 2 [vPC ID]をクリックします。

vPCトポロジ、[vPCの詳細（vPC Details）]、[ピアリンクの詳細（Peer-link Details）]、およ
び [ピアリンクのステータス（Peer-link Status）]が表示されます。

vPCの [vPC整合性（vPC Consistency）]、[ピアリンク整合性（Peer-link Consistency）]、お
よび [vPC Type2整合性（vPC Type2 Consistency）]が表示されます。
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• [vPCの詳細（vPC Details）]タブをクリックすると、プライマリとセカンダリの両方の
vPCデバイスの vPC [基本設定（Basic Setting）]と [レイヤ 2設定（Layer 2 Settings）]の
パラメータの詳細を表示できます。

• [ピアリンクの詳細（Peer-link Details）]タブをクリックして、プライマリとセカンダリ
の両方の vPCデバイスのピアリンク [vPCグローバル設定（vPC Global Setting）]および
[STPグローバル設定（STP Global Settings）]のパラメータの詳細を表示します。

• [ピアリンクのステータス（Peer-link Status）]タブをクリックすると、[vPCの整合性
（vPC Consistency）]が表示され、[ピアリンクの整合性（Peer-Link Consistency）]ステー
タスが表示されます。プライマリとセカンダリの両方の vPCデバイスの [ロールステータ
ス（Role Status）]と [vPCピアキープアライブステータス（vPC Peer keep-alive Status）]
のパラメータの詳細も表示されます。

ステップ 3 [プライマリ vPCピア（Primary vPC peer）]または [セカンダリ vPCピア（Secondary vPC
peer）]列の [デバイス名（Device Name）]の前にあるピアリンクアイコンをクリックして、
そのメンバーインターフェイスを表示します。

ステップ 4 対応するインターフェイスの [チャートの表示（Show Chart）]アイコンをクリックして、履
歴統計を表示します。

トラフィック分散統計は、vPCウィンドウの下部に表示されます。デフォルトでは、Cisco
DCNMWebクライアントは 24時間の履歴統計を表示します。

他にもいくつかの方法で情報を表示できます。これらの基本的な手順以外に、次の手順を実行

してフローの詳細情報を表示することもできます。

•時間範囲を変更するには、右上の隅のドロップダウンリストから時間範囲を選択します。

•期間を指定して詳細情報を表示するには、スライダコントロールをドラッグして、表示す
る期間を指定します。

•チャートアイコンを使用して、さまざまなビューでトラフィックチャートを表示します。

•アイコンを使用して、データを [追加（Append）]、[予測（Predict）]、および [データの
補間はしないでください（Do not interpolate data）]することもできます。

[データの補間はしないでください（Do not interpolate data）]オプションを使用
するために[サーバープロパティ（Server Properties）]ウィンドウの中にある
pmchart.doInterpolateプロパティを falseに設定します。

Note

• vPC Utilizationデータを印刷するには、右上隅にある [印刷（Print）]アイコンをクリック
します。[vPC使用率（vPC Utilization）]ページが表示されます。

•スプレッドシートにデータをエクスポートするには、右上の隅の[エクスポート（Export）]
アイコンをクリックしてから [保存（Save）]をクリックします。

パフォーマンステーブルにデータが含まれていない場合は、パフォーマンスデータ

収集をオンにするため、しきい値セクションを参照してください。

Note
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エンドポイントロケータ
エンドポイントロケータ（EPL）機能により、データセンター内のエンドポイントをリアルタ
イムで追跡できます。追跡には、エンドポイントのネットワークライフ履歴のトレースと、エ

ンドポイントの追加、削除、移動などに関連する傾向へのインサイトの取得が含まれます。

エンドポイントロケータに関する情報は、単一のランディングページまたはダッシュボード

に表示されます。ダッシュボードには、すべてのアクティブなエンドポイントに関するデータ

がほぼリアルタイムで（30秒ごとに更新されて）1つのペインに表示されます。このランディ
ングページに表示されるデータは、[範囲（Scope）]ドロップダウンリストで選択した範囲に
よって異なります。

•エンドポイントロケータ

•エンドポイントロケータの監視

アラーム
アラームメニューには次のサブメニューが含まれます。

アラームとイベントの表示

アラーム、クリアされたアラーム、およびイベントを表示できます。

Procedure

ステップ 1 [モニタ（Monitor）] > [アラーム（Alarms）] > [表示（View）]を選択します。

ステップ 2 次のいずれかのタブを選択します。

• [Alarms（アラーム）]：このタブには、さまざまなカテゴリに対して生成されたアラーム
が表示されます。このタブには、ID（オプション）、重大度、障害ソース、名前、カテゴ
リ、確認応答、作成時刻、最終更新日（オプション）、ポリシー、メッセージなどの情報

が表示されます。このタブで [更新間隔（Refresh Interval）]を指定できます。1つ以上の
アラームを選択し、[ステータスの変更（Change Status）]ドロップダウンリストを使用し
て、アラームのステータスを確認または確認解除できます。また、1つ以上のアラームを
選択し、[削除（Delete）]ボタンをクリックしてアラームを削除できます。

• [クリアされたアラーム（Cleared Alarms）]：このタブには、クリアされたアラームが表
示されます。このタブには、ID（オプション）、シビラティ（重大度）、障害ソース、名
前、カテゴリ、確認応答、作成時刻、クリア時（オプション）、クリア元、ポリシー、

メッセージなどの情報が表示されます。1つ以上のアラームを選択し、[削除（Delete）]
ボタンをクリックしてアラームを削除できます。

• [Events（イベント）]：このタブには、スイッチに対して生成されたイベントが表示され
ます。このタブには、Ack、確認済みユーザー、グループ、スイッチ、重大度、ファシリ
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ティ、タイプ、カウント、最終確認、説明などの情報が表示されます。1つ以上のイベン
トを選択し、[ステータスの変更（Change Status）]ドロップダウンリストを使用して、
そのステータスを確認または確認解除できます。また、1つ以上のアラームを選択し、[削
除（Delete）]ボタンをクリックしてアラームを削除できます。すべてのイベントを削除す
る場合は、[すべてを削除（Delete All）]ボタンをクリックします。

アラームポリシーの監視と追加

•アラームポリシーは、コンピューティングノードに保存されます。したがって、
DCNMのバックアップを取得することに加えて、各コンピューティングノードで
appmgr backupコマンドを実行します。

Note

アラームを DCNMの登録済み SNMPリスナーに転送できます。Cisco DCNMWeb UIから、
[Administration（管理）] > [DCNM Server（DCNMサーバー）] > [Server Properties（サーバー
のプロパティ）]を選択し、alarm.trap.listener.addressフィールドに外部ポートアドレスを入
力し、[Apply Changes（変更の適用）]をクリックして、DCNMサービスを再起動します。

[アラームポリシーの作成（Alarm Policy creation）]ダイアログウィンドウで [転送
（Forwarding）]チェックボックスをオンにして、外部SNMPリスナーへのアラームの転
送を有効にします。

Note

次のアラームポリシーを追加できます。

• [デバイスの正常性（DeviceHealth）]：デバイスヘルスポリシーを使用すると、デバイス
ICMP到達不能、デバイスSNMP到達不能、またはデバイスSSH到達不能の場合にアラー
ムを作成できます。また、これらのポリシーを使用すると、シャーシの温度、CPU、およ
びメモリの使用状況をモニタできます。

• [インターフェイス正常性ポリシー（Interface Health）]：インターフェイスヘルスポリ
シーを使用すると、インターフェイスのアップまたはダウン、パケット廃棄、エラー、帯

域幅の詳細をモニタできます。デフォルトでは、すべてのインターフェイスがモニタリン

グのために選択されています。

• [Syslogアラーム（Syslog Alarm）]：Syslogアラームポリシーは、Syslogメッセージ形式
のペアを定義します。 1つはアラームを発生させ、もう 1つはアラームをクリアします。
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Procedure

ステップ 1 [モニター（Monitor）] > [アラーム（Alarms）] > [アラームポリシー（Alarm Policies）]を選択
します。

ステップ 2 [アラームを有効にする（Enable Alarms）]チェックボックスをオンにして、アラームポリ
シーを有効にします。

ステップ 3 [追加（Add）]ドロップダウンリストから、次のいずれかのログイン情報を選択します。

•デバイス正常性ポリシー：ポリシーを作成するデバイスを選択します。ポリシー名、説
明、CPU使用率パラメータ、メモリ使用率パラメータ、環境温度パラメータ、デバイスの
可用性、およびデバイス機能を指定します。[デバイス機能（DeviceFeatures）]で、BFD、
BGP、およびHSRPプロトコルを選択できます。これらのチェックボックスをオンにする
と、BFD-ciscoBfdSessDown、ciscoBfdSessUp、BFD-bgpEstablishedNotification、
bgpBackwardTransNotification、cbgpPeer2BackwardTransition（）、
cbgpPeer2EstablishedNotification、および HSRP-cHsrpStateChangeのアラームがトリガーさ
れます。詳細なトラップ OID定義については、
https://snmp.cloudapps.cisco.com/Support/SNMP/do/BrowseOID.do?local=enを参照してくださ
い。

•インターフェイス正常性ポリシー：ポリシーを作成するデバイスを選択します。ポリシー
名、説明、リンクステート、帯域幅（イン/アウト）、インバウンドエラー、アウトバウ
ンドエラー、インバウンド廃棄、およびアウトバウンド廃棄を指定します。

• Syslogアラームポリシー：ポリシーを作成するデバイスを選択し、次のパラメータを指定
します。

•デバイス：このポリシーの範囲を定義します。このポリシーを適用する個々のデバイ
スまたはすべてのデバイスを選択します。

•ポリシー名：このポリシーの名前を指定します。一意の名前を指定する必要がありま
す。

•説明：このポリシーの簡単な説明を指定します。

•重大度：この syslogアラームポリシーの重大度レベルを定義します。選択肢は、
Critical、Major、Minor、およびWarningです。

•識別子：発生およびクリアメッセージの識別子部分を指定します。

• Raise Regex：syslog発生メッセージの形式を定義します。シンタックスは次のとおり
です。Facility-Severity-Type: Message

• Clear Regex：syslogクリアメッセージの形式を定義します。シンタックスは次のとお
りです。Facility-Severity-Type: Message

正規表現の定義は単純な式ですが、完全な正規表現ではありません。テキストの可変領域

は、$(LABEL)構文を使用して示されます。各ラベルは、1つ以上の文字に対応する正規
表現キャプチャグループ（.+）を表します。2つのメッセージを関連付けるために、raise
メッセージと clearメッセージの両方にある可変テキストが使用されます。識別子は、両
方のメッセージに表示される 1つ以上のラベルのシーケンスです。識別子は、ckear syslog
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メッセージをアラームを発生させたsyslogメッセージと照合するために使用されます。テ
キストがメッセージの1つだけに表示される場合は、ラベルを付けて識別子から除外でき
ます。

例：「値」が「ID1-ID2」のポリシー

"syslogRaise": "SVC-5-DOWN: $(ID1) module $(ID2) is down $(REASON)"

"syslogClear": "SVC-5-UP: $(ID1) module $(ID2) is up."

この例では、ID1および ID2ラベルをアラームとして検出するための識別子としてマーク
できます。この識別子は、対応するsyslogメッセージで見つかります。ラベル「REASON」
は昇格ですが、クリアメッセージにはありません。このラベルは、アラームをクリアする

syslogメッセージに影響しないため、識別子から除外できます。

Table 12:例 1

ID1-ID2識別子

ETHPORT-5-IF_ADMIN_UP：インターフェ
イスEthernet15/1で adminが起動されていま
す。

正規表現を上げる

ETHPORT-5-IF_DOWN_NONE：インター
フェイス Ethernet15/1がダウンしています
（トランシーバ欠落）

正規表現のクリア

上記の例では、正規表現は端末モニタに表示される syslogメッセージの一部です。

Table 13:例 2

ID1-ID2識別子

ETH_PORT_CHANNEL-5-PORT_DOWN：
$（ID1）：$（ID2）がダウンしています

正規表現を上げる

ETH_PORT_CHANNEL-5-PORT_UP：
$（ID1）：$（ID2）が起動しています

Clear Regex

Table 14:例 3

ID1-ID2識別子

ETHPORT-5-IF_SFP_WARNING：Interface
$（ID1）、High Rx Power Warning

正規表現を上げる

ETHPORT-5-IF_SFP_WARNING：Interface
$（ID1）、High Rx Power Warning clear

Clear Regex
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ステップ 4 [OK]をクリックしてポリシーを追加します。

端末モニターとコンソールの syslogメッセージ

次の例は、syslogメッセージが端末モニタとコンソールにどのように表示されるかを
示しています。正規表現は、syslogメッセージの %記号の後の部分と一致します。
leaf-9516# terminal monitor
leaf-9516# conf t
leaf-9516(config)# int e15/1-32
leaf-9516(config-if-range)# no shut
2019 Aug 2 04:41:27 leaf-9516 %ETHPORT-5-IF_ADMIN_UP: Interface
Ethernet15/1 is admin up .
2019 Aug 2 04:41:27 leaf-9516 %ETHPORT-5-IF_DOWN_NONE: Interface
Ethernet15/1 is down (Transceiver Absent)
2019 Aug 2 04:41:27 leaf-9516 %ETHPORT-5-IF_ADMIN_UP: Interface
Ethernet15/2 is admin up .
2019 Aug 2 04:41:27 leaf-9516 %ETHPORT-5-IF_DOWN_NONE: Interface
Ethernet15/2 is down (Transceiver Absent)
2019 Aug 2 04:41:28 leaf-9516 %ETHPORT-5-IF_ADMIN_UP: Interface
Ethernet15/3 is admin up .

コンソールの syslogメッセージは、%$記号で囲まれた追加のポート情報を除いて、端
末モニタに表示されるものと同様の形式です。ただし、正規表現は、syslogメッセー
ジの最後の %記号の後の部分と一致します。
SR-leaf1# 2019 Aug 26 23:55:45 SR-leaf1 %$ VDC-1 %$ %PLATFORM-1-
PFM_ALERT: FAN_BAD: fan6
2019 Aug 26 23:56:15 SR-leaf1 %$ VDC-1 %$ %PLATFORM-1-PFM_ALERT:
FAN_BAD: fan6
2019 Aug 26 23:56:18 SR-leaf1 %$ VDC-1 %$ %ASCII-CFG-2-CONF_CONTROL:
System ready
2019 Aug 26 23:56:25 SR-leaf1 %$ VDC-1 %$ %PLATFORM-1-PFM_ALERT:
FAN_BAD: fan6
2019 Aug 26 23:56:35 SR-leaf1 %$ VDC-1 %$ %PLATFORM-1-PFM_ALERT:
FAN_BAD: fan6
2019 Aug 26 23:56:39 SR-leaf1 %$ VDC-1 %$ %VMAN-2-ACTIVATION_STATE:
Successfully activated virtual service 'guestshell+'
2019 Aug 26 23:56:39 SR-leaf1 %$ VDC-1 %$ %VMAN-2-GUESTSHELL_ENABLED:
The guest shell has been enabled. The command 'guestshell' may be used
to access it, 'guestshell destroy' to remove it.
2019 Aug 26 23:56:45 SR-leaf1 %$ VDC-1 %$ %PLATFORM-2-FAN_REMOVED: Fan
module 5 (Serial number ) Fan5(sys_fan5) removed
2019 Aug 26 23:56:45 SR-leaf1 %$ VDC-1 %$ %PLATFORM-1-PFM_ALERT:
System will shutdown in 2 minutes 0 seconds due to fan policy
__pfm_fanabsent_any_singlefan.
2019 Aug 26 23:56:45 SR-leaf1 %$ VDC-1 %$ %PLATFORM-1-PFM_ALERT:
FAN_BAD: fan6
2019 Aug 26 23:56:54 SR-leaf1 %$ VDC-1 %$ %PLATFORM-1-PFM_ALERT:
System will shutdown in 1 minutes 40 seconds due to fan policy
__pfm_fanabsent_any_singlefan.
2019 Aug 26 23:56:54 SR-leaf1 %$ VDC-1 %$ %PLATFORM-1-PFM_ALERT:
FAN_BAD: fan6
2019 Aug 26 23:57:03 SR-leaf1 %$ VDC-1 %$ %PLATFORM-2-FANMOD_FAN_OK:
Fan module 5 (Fan5(sys_fan5) fan) ok
2019 Aug 26 23:57:03 SR-leaf1 %$ VDC-1 %$ %PLATFORM-1-PFM_ALERT:
FAN_BAD: fan6
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アクティブなポリシー

新しいアラームポリシーを作成したら、それらをアクティブにします。

Procedure

ステップ 1 [モニター（Monitor）] > [アラーム（Alarms）] > [アラームポリシー（Alarm Policies）]を選
択します。

ステップ 2 アクティブ化するポリシーを選択し、[アクティブ化（Activate）]ボタンをクリックします。

ポリシーの非アクティブ化

アクティブなアラームポリシーを非アクティブ化できます。

Procedure

ステップ 1 [モニター（Monitor）] > [アラーム（Alarms）] > [ポリシー（Policies）]を選択します。

ステップ 2 非アクティブ化するポリシーを選択し、[非アクティブ化（Deactivate）]ボタンをクリックし
ます。

ポリシーのインポート

インポート機能を使用してアラームポリシーを作成できます。

Procedure

ステップ 1 [モニター] > [アラーム] > [ポリシー]を選択し、[インポート]ボタンをクリックします。

ステップ 2 コンピュータに保存されているポリシーファイルを参照して選択します。

ポリシーはテキスト形式でのみインポートできます。

ポリシーのエクスポート

アラームポリシーをテキストファイルにエクスポートできます。

Procedure

ステップ 1 メニューバーから [モニター（Monitor）] > [アラーム（Alarms）] > [ポリシー（Policies）]を
選択します。
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ステップ 2 [エクスポート]ボタンをクリックし、エクスポートしたファイルを保存するコンピューター上
の場所を選択します。

ポリシーの編集

Procedure

ステップ 1 メニューバーから[モニター（Monitor）] > [アラーム（Alarms）] > [ポリシー（Policies）]を
選択します。

ステップ 2 編集するポリシーを選択します。

ステップ 3 [編集（Edit）]ボタンをクリックして変更を加えます。

ステップ 4 [OK]ボタンをクリックします。

ポリシーの削除

Procedure

ステップ 1 メニューバーから[モニター（Monitor）] > [アラーム（Alarms）] > [ポリシー（Policies）]を
選択します。

ステップ 2 削除するポリシーを選択します。

ステップ 3 [削除（Delete）]ボタンをクリックします。ポリシーが削除されます。

外部アラームの有効化

次のいずれかの方法を使用して、外部アラームを有効にできます。

• Cisco DCNMWeb UIを使用します。

1. [管理 (Administration)] > [DCNMサーバ (DCNM Server)] > [サーバステータス (Server
Status)] Cisco DCNMWeb UIを選択します。

2. alarm.enable.externalプロパティを見つけます。

3. フィールドに値として trueを入力します。

• REST APIの使用

1. DCNMセットアップから APIドキュメントの URLに移動します: https://<DCNM-ip>
/api-docs

2. [アラーム（Alarms）]セクションに移動します。
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3. [POST] > [rest/alarms/enabledisableextalarm]をクリックします。

4. [値（Value）]ドロップダウンリストから、[body（本体）]パラメータ値として [true]
を選択します。

5. [試してみる!（Try it out!）]をクリックします。

• CLIの使用

1. SSHを使用してDCNMサーバにログインします。

2. server.propertiesファイルで、alarm.enable.externalプロパティを trueに設定します。

ファイルパスは /usr/local/cisco/dcm/fm/config/server.propertiesで
す。

構成コンプライアンスアラーム

Cisco DCNMリリース 11.3(1)以降、外部カテゴリの下のアラームポリシーとアラームは、
DCNMで実行されているアプリケーションによって作成されます。これらの外部アラームポ
リシーはアプリケーションによって作成され、DCNMWeb UIを介して作成または追加するこ
とはできません。

Config-Compliance(CC)は、DCNMで実行されるコアアプリケーションです。CCは、外部ア
ラームカテゴリの下にアラームを登録および作成します。

Config-Compliance :アラームポリシー

この外部アラームカテゴリポリシーは、ファブリックの作成時にアクティブ化され、そのファ

ブリック内のすべてのデバイスで有効になります。ポリシーの重大度レベルは重大です。ファ

ブリック内のいずれかのデバイスが In-Syncから Out-of-Syncに移動し、[アラームを有効化
（EnableAlarms）]チェックボックスが選択されている場合、重大な重大度のアラームが生成
されます。

[モニタ（Monitor）] > [アラーム（Alarms）] > [ポリシー（Policies）]を選択して、デフォル
トのアラームポリシーを表示します。このアラームポリシーは、WebUIでは編集できません。
[アクティブ化（Activate）]または [非アクティブ化（Disactivate）]をクリックして、選択し
たポリシーをアクティブ化または非アクティブ化します。
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DCNMWeb UIを使用してアラームポリシーが非アクティブ化された場合、そのポリシーに対
して作成またはクリアされたアラームは、[モニタ（Monitor）] > [アラーム（Alarm）] > [表示
（View）]タブに表示されません。ポリシーを削除するには、ポリシーの横にあるチェックボッ
クスをオンにして、[削除（Delete）]をクリックします。ただし、DCNMWeb UIからはポリ
シーを削除しないことをお勧めします。ポリシーが削除された場合、CCは、次回の定期実行
時、またはデバイスレベルまたはそのファブリックの下のファブリックレベルで再同期がト

リガーされたときに、ポリシーを再生成します。

アラームの詳細な情報を表示するには [重大（Critical）]の横にある矢印アイコンをクリックし
ます。

Out-of-Syncステータスは、DCNMでデバイスに定義されたインテントとデバイスで実行中の
構成との間に違いがあることを示します。In-Syncステータスは、DCNMでデバイスに定義さ
れたインテントが実行構成と一致し、CCが構成間に違いを検出しなかったことを示します。
差分の計算の詳細については、「DCNMでの構成の準拠」を参照してください。

ファブリックが削除されると、アラームポリシーとそのファブリック内のデバイスのすべての

アクティブアラームが削除されます。
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Config-Compliance：アクティブアラーム

CCがファブリックで実行されていて、そのファブリック内のデバイスがOut-of-Syncステータ
スに移行するシナリオを検討してください。これにより、重大な重大度アラームが生成されま

す。[モニタ（Monitor）] > [アラーム（Alarm）] > [表示（View）]を選択して、アラームを表
示します。これらのアラームは、デバイスがOut-of-Syncから In-Syncに移行するまでアクティ
ブです。

アクティブなアラームをクリアするには、アラームの横にあるチェックボックスを選択し、[ス
テータスを変更（Change Status）]をクリックして [クリア（Clear）]を選択します。同じデバ
イスが再び Out-of-Syncステータスに移行すると、アクティブなアラームが再作成されます。

アクティブなアラームを削除するには、アラームの横にあるチェックボックスを選択し、 [削
除（Delete）]をクリックします。同じデバイスが再び Out-of-Syncステータスに移行すると、
アクティブなアラームが再作成されます。

Config-Compliance：クリアされたアラーム

Out-of-Syncステータスにあるデバイスが In-Syncステータスに移行すると、現用系アラームが
クリアされます。クリアされたアラームを表示するには [モニタ（Monitor）]>[アラーム
（Alarms）]>[表示（View）]>[クリアされたアラーム（Cleared Alarms）]を選択します。クリ
アされたアラームは、全体的なデバイス正常性スコアには影響しません
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クリアされたアラームのリストからクリアされたアラームを削除するには、[モニタ（Monitor）]
> [アラーム（Alarms）] > [表示（View）] > [クリアされたアラーム（Cleared Alarms）]を選
択し、アラームの横にあるチェックボックスを選択し、[削除（Delete）]をクリックします。
これにより、選択したクリア済みアラームがリストから削除されます。

スイッチがOut-of-Syncから In-Syncに移動すると、アラームはクリアされます。構成コンプラ
イアンスアラームは、デバイスの全体的な正常性スコアにも影響します。

アラームとポリシーの詳細については、「アラーム」を参照してください。

エンドポイントロケータアラーム

Cisco DCNMリリース 11.4(1)よりアラームは、エンドポイントロケータ（EPL）によって外部
アラームカテゴリに登録および作成されます。

エンドポイントロケータ：アラームポリシー

EPL外部アラームカテゴリポリシーは、ファブリックで EPLが有効になっているときにアク
ティブになります。アラームは、重複する IPアドレス、重複するMACアドレス、VRFに表
示されるエンドポイント、VRFから消えるエンドポイント、ファブリック内で移動するエンド
ポイント、ルートリフレクタ接続の喪失、ルートリフレクタ接続の復元などの問題に対して発

生します。問題に応じて、アラームポリシーの重大度レベルは CRITICALまたはMINORにな
ります。

アラームは、次のイベントに対して発生し、CRITICALに分類されます。

•ルートリフレクタの切断

•重複する IPアドレスの検出

•重複するMACアドレスの検出

次のイベントの場合、アラームが発生し、MINORとして分類されます。

•エンドポイントの移動

•ファブリック内の新しい VRFの表示
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•ファブリック内のエンドポイントの数が 0になる

• VRFのエンドポイントの数が 0になる

•スイッチからのすべてのエンドポイントの消失

•ルートリフレクタ（RR）の接続

状態が修正されると、CRITICALアラームは自動的にクリアされます。たとえば、DCNMと
RR間の接続が失われると、CRITICALアラームが生成されます。このアラームは、DCNMと
RR間の接続が回復すると自動的にクリアされます。その他のMINORアラームは、アラーム
が生成されてから 30分が経過すると自動的にクリアされます。

[モニタ（Monitor）] > [アラーム（Alarm）] > [ポリシー（Policies）]を選択して、EPLアラー
ムポリシーを表示します。これらのアラームポリシーは、Web UIでは編集できません。[アク
ティブ化（Activate）]または [非アクティブ化（Disactivate）]をクリックして、選択したポリ
シーをアクティブ化または非アクティブ化します。

DCNMWeb UIを使用してアラームポリシーが非アクティブ化された場合、そのポリシーに対
して作成またはクリアされたアラームは、[モニタ（Monitor）] > [アラーム（Alarm）] > [表示
（View）]タブに表示されません。ポリシーを削除するには、ポリシーの横にあるチェックボッ
クスをオンにして、[削除（Delete）]をクリックします。ただし、DCNMWeb UIからはポリ
シーを削除しないことをお勧めします。ファブリックが削除されると、アラームポリシーとそ

のファブリック内のデバイスのすべてのアクティブアラームが削除されます。

エンドポイントロケータ：アクティブアラーム

[モニタ（Monitor）] > [アラーム（Alarm）] > [表示（View）]を選択して、アクティブなア
ラームを表示します。
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アクティブなアラームをクリアするには、アラームの横にあるチェックボックスを選択し、[ス
テータスを変更（Change Status）]をクリックして [クリア（Clear）]を選択します。

アクティブなアラームを削除するには、アラームの横にあるチェックボックスを選択し、 [削
除（Delete）]をクリックします。

エンドポイントロケータ：クリアされたアラーム

クリアされたアラームを表示するには [モニタ（Monitor）]>[アラーム（Alarms）]>[表示
（View）]>[クリアされたアラーム（Cleared Alarms）]を選択します。
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必須のアラームの詳細な情報を表示するには矢印アイコン をクリックします。

クリアされたアラームのリストからクリアされたアラームを削除するには、アラームの横にあ

るチェックボックスを選択し、[削除（Delete）]をクリックします。

アラームとポリシーの詳細については、「アラーム」を参照してください。

ヘルスモニタアラーム

Cisco DCNMリリース 11.4(1)以降、アラームはヘルスモニタによって外部アラームカテゴリ
に登録および作成されます。

ヘルスモニタ：アラームポリシー

ヘルスモニタの外部アラームカテゴリポリシーは、ファブリック内のすべてのデバイスで自

動的にアクティブ化および有効化されます。このアラームポリシーの重大度は、マイナー、メ

ジャー、または重大です。
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アラームは、次のイベントに対して発生し、CRITICALに分類されます。

• Elasticsearch（ES）クラスタのステータスが赤：重大（クラスタ/HAモードの場合のみ）

• CPU/メモリ/ディスク使用率/ES JVMヒープ使用率 >= 90%

次のイベントの場合、アラームが発生し、メジャーとして分類されます。

• ESクラスタステータスが黄色（クラスタ/HAモードの場合のみ）

• ESに未割り当てのシャードがある（クラスタ/HAモードのみ）

• CPU/メモリ/ディスク使用率/ES JVMヒープ使用率 >= 80%および <90%

次のイベントの場合、アラームが発生し、MINORとして分類されます。

• CPU/メモリ/ディスク使用率/ES JVMヒープ使用率 >= 65%および <80%

• Kafka:アクティブなリーダーのないパーティションの数 > 0

• Kafka:適格なパーティションリーダーが見つかりません。不明確なリーダー > 0

[モニタ（Monitor）] > [アラーム（Alarms）] > [ポリシー（Policies）]を選択して、ヘルスモ
ニタのアラームポリシーを表示します。これらのアラームポリシーは、Web UIでは編集でき
ません。[アクティブ化（Activate）]または [非アクティブ化（Disactivate）]をクリックして、
選択したポリシーをアクティブ化または非アクティブ化します。

GUIを使用してアラームポリシーが非アクティブ化された場合、そのポリシーに対して作成ま
たはクリアされたアラームは、[モニタ（Monitor）] > [アラーム（Alarm）] > [表示（View）]
タブに表示されません。ポリシーを削除するには、ポリシーの横にあるチェックボックスをオ

ンにして、[削除（Delete）]をクリックします。ただし、GUIからはポリシーを削除しないこ
とをお勧めします。ファブリックが削除されると、アラームポリシーとそのファブリック内の

デバイスのすべてのアクティブアラームが削除されます。

ヘルスモニタ：アクティブアラーム

[モニタ（Monitor）] > [アラーム（Alarm）] > [表示（View）]を選択して、アクティブなア
ラームを表示します。
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アクティブなアラームをクリアするには、アラームの横にあるチェックボックスを選択し、[ス
テータスを変更（Change Status）]をクリックして [クリア（Clear）]を選択します。

アクティブなアラームを削除するには、アラームの横にあるチェックボックスを選択し、 [削
除（Delete）]をクリックします。

ヘルスモニタ：クリアされたアラーム

クリアされたアラームを表示するには [モニタ（Monitor）]>[アラーム（Alarms）]>[表示
（View）]>[クリアされたアラーム（Cleared Alarms）]を選択します。

必須のアラームの詳細な情報を表示するには矢印アイコン をクリックします。

クリアされたアラームのリストからクリアされたアラームを削除するには、アラームの横にあ

るチェックボックスを選択し、[削除（Delete）]をクリックします。

アラームとポリシーの詳細については、「アラーム」を参照してください。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


